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自
生
す
る
草
を
思
い
通
り
に
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
す
る
の
は
難
し
い
こ
と
で
す
。

そ
こ
で
相
性
の
良
い
作
物
を
混
作
す
る

と
い
う
方
法
が
あ
り
ま
す
。
と
く
に
背

の
高
い
作
物
と
背
の
低
い
マ
メ
科
の
作

物
は
相
性
が
ピ
ッ
タ
リ
。
収
穫
を
楽
し

め
る
と
同
時
に
養
分
供
給
や
グ
ラ
ン
ド

カ
バ
ー
の
役
割
も
果
た
し
て
く
れ
ま

す
。
写
真
は
ト
マ
ト
と
落
花
生
の
混
作

で
、両
者
の
関
係
を
コ
ン
パ
ニ
オ
ン（
共

栄
）
と
呼
ん
で
い
ま
す
。

技
術
編

87
s t e p

草
の
上
手
な
活
用
法

マ
メ
科
の
草
に
寄
生
す
る
根
粒
菌
が
役
に
立
つ　クローバの根に寄生して

瘤
こぶ

を作った根粒菌。

畑に自生する赤クローバ。

　水田の土づくりに用い
られることがよくある。

　地を這うように繁茂
するのでグランドカ
バーとしては最適。

　かつては栽培もされていた。ツル
がからむことがあるので、畑ではそ
れを念頭において利用する。

クローバ

レンゲ

ミヤコグサ カラスノエンドウ

根粒菌

コンパニオンプランツ
としてのマメ科作物
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世
界
に
は
、
確
認
さ
れ
て
い
る
だ

け
で
約
30
万
種
類
の
植
物
が
存

在
し
て
い
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、

わ
が
国
に
は
８
５
０
０
に
近
い
種
類
が

報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
中
に
は
野

菜
種
も
含
ま
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
ほ

と
ん
ど
が
道
端
な
ど
に
自
生
し
て
い
る

草
で
す
。
地
域
に
よ
っ
て
も
異
な
り
ま

す
が
、
私
た
ち
は
想
像
以
上
に
多
く
の

種
類
の
草
に
囲
ま
れ
て
生
活
し
て
い
ま

す
。
中
で
も
畑
や
野
原
は
そ
の
見
本
市

会
場
の
よ
う
な
も
の
で
す
。
よ
く
観
察

す
る
と
、
思
い
の
ほ
か
多
種
多
様
な
草

が
地
面
び
っ
し
り
に
自
生
し
て
い
る
こ

と
に
気
づ
か
さ
れ
ま
す
。
今
回
は
、
そ

の
う
ち
一
般
的
に
よ
く
見
か
け
る
草
の

中
で
も
野
菜
と
共
生
で
き
る
も
の
を
中

心
に
取
り
上
げ
て
み
ま
し
た
。

　

野
菜
を
栽
培
す
る
時
は
、
ま
ず
一
般

的
に
は
畝
を
つ
く
り
ま
す
。
畝
の
頂
上

は
野
菜
を
育
て
る
場
所
に
な
る
た
め
、

敷
き
草
な
ど
を
し
て
極
力
草
が
生
え
な

い
よ
う
に
し
ま
す
が
、
そ
の
他
の
場

所
、
つ
ま
り
畝
の
斜
面
と
畝
間
に
つ
い

て
は
一
部
の
草
を
除
き
、
自
生
し
て
も

基
本
的
に
は
作
物
の
育
成
に
問
題
あ
り

ま
せ
ん
。
特
に
野
菜
の
栽
培
や
土
づ
く

り
に
効
果
の
あ
る
草
は
苦
労
し
て
刈
り

取
る
必
要
は
な
く
、
積
極
的
に
共
生
さ

せ
る
こ
と
を
考
え
ま
し
ょ
う
。
そ
の
代

表
的
な
例
と
し
て
マ
メ
科
の
草
が
あ
り

ま
す
。

　

作
物
が
生
長
す
る
上
で
窒
素
が
不
可

欠
で
あ
る
こ
と
は
ご
存
知
だ
と
思
い
ま

す
。
と
は
い
う
も
の
の
、
植
物
は
空
気

中
や
地
中
に
多
く
含
ま
れ
る
窒
素
を
そ

の
ま
ま
の
形
で
吸
収
す
る
こ
と
が
で
き

ま
せ
ん
。
そ
れ
を
利
用
可
能
に
す
る
に

は
ア
ン
モ
ニ
ア
や
硝
酸
に
形
を
変
え
る

こ
と
が
必
要
で
す
。
自
然
界
で
は
ど
の

よ
う
に
し
て
窒
素
を
利
用
可
能
に
し
て

い
る
の
か
と
い
う
と
、
菌
類
に
よ
る
窒

素
固
定
が
大
き
な
働
き
を
し
て
い
ま

す
。
そ
の
代
表
的
な
例
が
マ
メ
科
の
植

物
に
寄
生
す
る
根
粒
菌
で
す
。

マ
メ
科
の
植
物
の
根
に
は
根
粒
菌

が
寄
生
し
て
で
き
る
瘤こ

ぶ

が
た
く

さ
ん
つ
き
ま
す
。
菌
は
そ
こ
で
植
物
か

ら
栄
養
を
摂
っ
て
繁
殖
し
、
空
気
中
の

窒
素
を
せ
っ
せ
と
固
定
し
、
利
用
可
能

な
形
に
し
て
植
物
に
提
供
し
て
く
れ
て

い
る
の
で
す
。
畑
で
よ
く
見
か
け
る
代

表
的
な
マ
メ
科
の
草
に
は
、
赤
ク
ロ
ー

バ
、（
ム
ラ
サ
キ
）
ツ
メ
ク
サ
、
カ
ラ

ス
ノ
エ
ン
ド
ウ
、
ミ
ヤ
コ
グ
サ
、
レ
ン

ゲ
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
は
背
丈

が
低
く
、
密
集
し
て
い
る
の
で
芝
生
の

よ
う
に
地
表
を
覆
っ
て
く
れ
る
グ
ラ
ン

ド
カ
バ
ー
の
役
割
も
果
た
し
て
く
れ
ま

す
。
緑
肥
の
多
く
も
こ
の
よ
う
な
特
性

を
持
っ
た
も
の
で
す
。

窒
素
固
定
を
し
て
く
れ
る
ば
か
り

で
な
く
、
敷
き
草
の
よ
う
に
地

面
を
優
し
く
守
っ
て
く
れ
る
マ
メ
科
の

草
は
、
ま
さ
に
畑
の
ベ
ス
ト
フ
レ
ン
ド

で
す
。
も
っ
と
も
、
そ
ん
な
に
都
合
良

く
畑
に
自
生
し
て
く
れ
る
と
は
限
り
ま

せ
ん
。
も
し
見
か
け
た
ら
、
引
き
抜
か

な
い
で
、
作
物
の
邪
魔
に
な
ら
な
い
程

度
に
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
な
が
ら
共
生
さ

せ
る
こ
と
を
考
え
ま
し
ょ
う
。

　

マ
メ
科
の
よ
う
に
窒
素
固
定
が
で
き

な
く
て
も
土
づ
く
り
に
役
立
つ
草
が
た

く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
次
回
は
そ
れ
ら
の

草
が
持
つ
特
性
と
役
割
に
つ
い
て
説
明

を
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

kitchen garden 家庭菜園

11月、12月にできる主な農作業

畑
で
は
収
穫
の
秋
を

迎
え
て
い
ま
す
。

９
〜
10
月
に
か
け
て
定

植
、
種
ま
き
し
た
野
菜
が

美
味
し
そ
う
に
育
っ
て
い

ま
す
。
収
穫
適
期
を
見
極

め
る
た
め
に
小
ま
め
に
畑
に
出
か
け

て
下
さ
い
。
一
方
、
植
付
け
の
野
菜

は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
収
穫
後
は
畑
を

整
理
し
て
、
来
年
の
野
菜
栽
培
の
た

め
の
土
づ
く
り
を
始
め
ま
し
ょ
う
。

エンドウ

定植は種
タマネギ

収穫
ブロッコリー、カブ、ゴボウ
サツマイモ、サトイモ、ダイコン
根ショウガ、ニンジン、キャベツ
サラダナ、シュンギク、ハクサイ
ハネギ、フダンソウ
ホウレンソウ

農事暦

※
大
仁
農
場
で
の
実
施
日
を

基
本
に
し
て
い
ま
す
。
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平成 26年度 入学試験日程

一緒に自然農法を 学びませんか
「将来、自然農法に取り組んでみたい」「環境に優しい農業をした
い」「自給自足、家庭菜園のできる生活がしたい」「食や健康に興
味がある」こんな希望を持った人たちが学んでいます。
　農業や食に関心のある人、環境や健康について考えている人、
自然農法に少しでも興味がある方、ぜひ、入学してみませんか !?

☆農業大学校

★２次募集
願書受付 10 月 1 日 ～ 11 月 20 日
試験日　　12 月 8 日（日）
結果通知　12 月 16 日（月）

★３次募集
願書受付　1 月 21 日 ～ 2 月 15 日
試験日　　2 月 23 日（日）
結果通知　3 月 3 日（月）

TEL　0558-79-0610　FAX  0558-79-0398
メ ー ル jinodai@moa-inter.or.jp　 ホ ー ム ペ ー ジ www.izu.biz/bioken/
Facebook www.facebook.com/daigakkou

公益財団法人　農業・環境・健康研究所　農業大学校 / 〒 410-2311 静岡県伊豆の国市浮橋 1606-2（大仁研究農場内）

体験入学の申し込み、願書受付
資料請求、質問などをお問い合わせ下さい。

ポルトガルのカスカイス市から姉
妹都市の熱海市に文化交流のた

めに訪れていた研修生７名が８月 26
日に来場、そば打ちを体験した後に展
示ほ場で自然農法の実践を見学しまし
た。自然農法で育てられたお茶畑では、
新芽を持ち帰り自分で緑茶をつくりた
いと申し出るほど興味津々でした。

ポルトガルから文化
交流生が来場

□
静
岡
県

展示ほ場でスタッフから説明を受ける研修生。

□
静
岡
県

南信州の阿南農場で 11 月 16 日、
23 日に「秋野菜＆タマネギ苗」

の販売会を開催します。秋野菜は農場
内のほ場でハクサイ、ダイコン、ニン
ジンなどを収穫体験して持ち帰ること
ができます。またタマネギの苗はたく
さん準備していますので、多数のご来
場をお待ちしています。

「秋野菜＆タマネギ
苗」の販売会を開催

□
長
野
県

収穫体験の様子。

今年の４月にスタートして、６回
積み上げで実施されてきた大仁

農場における家庭菜園セミナーが９
月 28 日に修了しました。今回は定員
を上回る参加者がありました。同セミ
ナーは来年も４月から実施される予定
で、現在参加者を募集しています。

約半年にわたるセミナーを修了した受講生。

□
静
岡
県

農環研のシンポジウ
ムを大仁農場で開催

農業・環境・健康研究所による第
２回シンポジウムが大仁農場の

宝山亭にて８月 28 日に開催され、及
川武久氏（筑波大名誉教授）、小川利
紘氏（東大名誉教授）、八木一行氏（農
業環境技術研究所）、陽捷行（本研究所）
らによる講演が行われました。

６回積み上げの家庭
菜園セミナーが修了

大仁農場の宝山亭で開かれたシンポジウム。

大
仁
農
場

大
仁
農
場

阿
南
農
場

大
仁
農
場

11
月
９
、
10
日
は
　
健
康
と
秋
の
収
穫
ま
つ
り

2013
場所
大仁農場

開場時間
am9 〜 pm4

（10 日は pm3 まで）

主なイベント
野菜の収穫体験
地元農家による農産物販売
そば打ち体験
芸能プログラム
各種健康度チェック
その他イベント多数

大型駐車場完備
乗用車　　　　　500 円
マイクロバス　 1000 円
大型バス　　　 2000 円

問い合わせ先
0558（79）1118
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network 全国自然農法ネットワーク

11 月、12 月のイベント情報
イベント名 実施日 備考実施場所

第３回しまね
オーガニックフェア

自然農法野菜販売感謝デー

雲南収穫祭（やまんなか
オーガニックマルシェ）

有機栽培講座「落葉堆肥の
活用などについて」

有機体験日

安心やさい市

第 2 回農業フェア

雲南市

高松市

沖縄市

綾歌郡
綾川町

松江市

倉敷市

雲南市

くにびきメッセ

MOA 倉敷
センター１Ｆ広場

雲南市加茂ラメー
ル芝生広場（予定）

加茂遊学ファーム
産直売り場２Ｆ

スカイファーム
川西

自然食品ショップ
ポワル　
ＭＯＡ沖縄中部店

香川県農業試験場

 平成 25 年 12 月７日

 平成 25 年 11 月９日
11 月 30 日

12 月７日

 平成 25 年 11 月８日
12 月 13 日

 平成 25 年 12 月１日

平成 25 年 11 月 24 日

主催は島根県。有機農法産野菜の販売・
試食他、映画、関連イベントなどがあり
ます。
開催時間は 10 時～ 15 時。

主催はＭＯＡ自然農法倉敷普及会。日頃
のご支援に感謝を込めて、おむすび、豚
汁を無料で提供し ( 限定 100 食 )、地元
の自然農法産野菜を販売します。
開催時間は 10 時～ 14 時。

主催は MOA 自然農法雲南普及会。
開催時間は 10 時から。

主催は加茂遊学ファーム。
参加費は無料。
開催時間は 14 時～ 16 時位。

主催は「かがわ有機ネットワーク」。
参加費無料。9 月に種まきした野菜の収
穫と玉ネギの植え付け・管理をします。

地域の自然農法産物を中心に即売会を行
います。毎月第 2 金曜日、11 時～ 13
時まで。皆さまのお越しをお待ちしてい
ます。

主催は香川県農業経営課。参加費無料。
かがわ有機ネットワークからの有機農法
産の柑橘、野菜を展示即売します。
開催時間は９時～ 16 時。

島根県

香川県

沖縄県

詳細は雲南普及会事務局 /滝（0854-45-3173）まで

詳細は県農畜産振興課有機農業グループ（0852-22-6477）まで

詳細は加茂遊学ファーム（0854-49-8089）まで

詳細は巾普及員（090-5140-4797）まで

詳細は健康町づくり実行委員会（098-938-3990）まで

第 18 回新潟県
MOA 自然農法研究発表会

2013 有機農業参入・新規
就農まるごと相談会

第 46 回倉敷市農業まつり

地産池消・野菜の日

三条市

伊豆の国市

倉敷市

港区

燕三条地場産業振
興センター
リサーチコア

MOA 研 修 セ ン
ター（大仁農場内）

福田公園
( 倉敷市水島 )

東京療院正面
（品川税務署の
　   向かい側）

平成 25 年 11 月４日

平成 25 年 11 月 20 日

平成 25 年 11 月 24 日

平成 25 年 12 月 28 日

平成 25 年 11 月 16 日

平成 25 年 11 月 20 日
　　　　　12 月 18 日

入場無料。食と農と心の教育について、
いっしょに考えてみませんか。お楽しみ
抽選会もあります！
開催時間は 13 時～ 16 時 30 分。

講演と事例発表、自然食の試食会を行い
ます。参加費 1,700 円。申込み締切日
11 月 10 日。開催時間は 10 時～ 16 時。

MOA 自然農法倉敷普及会のブースで、
地元の自然農法産野菜や、ＭＯＡ納豆、
味噌、醤油にＭＯＡ商事からの新茶の試
飲と販売とその他のＭＯＡ加工食品の販
売をします。
開催時間は 9 時～ 14 時。

東京生まれのとりたて自然農法産野菜が
都心で購入できます。
開催時間は 14 時～ 17 時 30 分。

新潟県

静岡県

岡山県

東京都

詳細は実行委員会事務局（MOA新潟会館）/前原（025-267-0567）まで

詳細は地産地消・野菜の日実行委員会（03-3776-1941）まで

詳細は静岡東支所（0558-79-1113）まで

詳細は鍵山普及員（090-4890-4357）まで
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花
卉
は
食
用
で
は
な
い
た
め
か
、
自
然
農

法
や
有
機
農
法
で
の
話
題
が
少
な
い
よ
う
で

す
。
し
か
し
、
自
然
環
境
の
保
全
や
生
産
者

の
健
康
の
点
か
ら
、
こ
れ
ら
農
法
で
栽
培
で

き
れ
ば
理
想
的
で
す
。
名
寄
研
究
農
場
で
は

寒
冷
地
に
お
け
る
可
能
性
を
探
る
た

め
、
自
然
農
法
で
比
較
的
容
易
と
思

わ
れ
る
６
品
目
を
栽
培
し

て
み
ま
し
た
。
以
下
、
概

要
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

栽
培
条
件

　

ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
内
の
粘
土
質
の
土
（
灰

色
低
地
土
・
埴
土
）
に
表
１
の
栽
植
密
度
で

栽
培
し
ま
し
た
。
過
去
に
投
入
し
た
養
分
の

蓄
積
が
あ
る
た
め
（
Ｅ
Ｃ
１
・
３
５
ｍ
Ｓ
／

㎝
）
無
施
肥
で
栽
培
し
て
い
ま
す
。
ハ
ウ
ス

内
は
10
月
６
日
～
３
月
９
日
が
最
低
温
度

10
℃
、
３
月
10
日
～
４
月
30
日
が
同
15
℃
に

加
温
さ
れ
て
い
ま
す
。

結
果

　

平
成
20
年
度
か
ら
２
年
間
の
試
験
栽
培
を

経
た
平
成
22
年
度
の
生
育
お
よ
び
収
穫
概
要

は
表
２
の
と
お
り
で
す
。
ま
た
、
各
品
目
別

の
特
徴
は
次
の
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

◇
ス
タ
ー
チ
ス

　

生
育
が
良
く
、
病
害
虫
や
生
理
障
害
も
な

か
っ
た
。
ま
た
、
出
荷
可
能
な
草
丈
が
維
持

さ
れ
、
花
姿
の
バ
ラ
ン
ス
も
良
か
っ
た
。

◇
ジ
ニ
ア

　

生
育
の
良
い
も
の
は
２
ｍ
近
く
に
な
り
、

分
岐
も
良
く
１
株
で
30
本
以
上
採
花
で
き
る

も
の
も
あ
っ
た
。

◇
ナ
デ
シ
コ

　

草
丈
が
あ
り
、
花
姿
、
色
の
り
す
べ
て
良

か
っ
た
。

◇ 

キ
ン
ギ
ョ
ソ
ウ

　

草
丈
が
あ
り
、
花
姿
、
色
の
り
す
べ
て
良

か
っ
た
が
、
ア
ブ
ラ
ム
シ
が
つ
き
や
す
い
の

で
注
意
が
必
要
。

◇
カ
ン
パ
ニ
ュ
ラ

　

宿
根
の
た
め
、
早
期
に
残
っ
た
株
を
処
分

す
る
必
要
が
あ
る
。

◇
ラ
ー
ク
ス
パ
ー

　

生
育
良
好
だ
が
、
開
花
期
が
短
い
の
で
需

要
と
供
給
の
バ
ラ
ン
ス
が
難
し
い
。

　

以
上
の
結
果
か
ら
、
名
寄
研
究
農
場
に
お

い
て
、
今
回
の
供
試
６
品
目
（
７
品
種
）
は

全
て
自
然
農
法
に
よ
り
栽
培
可
能
と
判
断
で

き
ま
し
た
。
こ
の
結
果
を
参
考
に
、
ぜ
ひ
寒

冷
地
に
お
い
て
も
自
然
農
法
で
の
花
卉
栽
培

に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

research 研究最前線

北
海
道
で
の
花
卉
栽
培
事
例

農業・環境・健康研究所　名寄研究農場 / 杉沢正弘
公益財団法人

表２　生育および収穫概要

表１　栽植密度

品目　　　　　　　　　スターチス　ジニア　 ナデシコ　　キンギョソウ　     カンパニュラ　ラークスパー
品種 　　　　　　　ソピア　　ロイヤル　 初恋　　         　

発芽　　播種期 　　　　　　　　　　　　　　　　     6/10
　　　　発芽期 　　　6/17　　　6/15　　6/17　　 　　　　　　　　　6/20
　　　　発芽良否 *1 　　　　　　　　　　　　     並
　　　　定植期 　　　　　　　　　　　　　　　　      9/9
　　　　草丈 (cm)　　　　15 　　　　15　　　   9　　　　      9　　　　　　  　15　　　　　　15
　　　　葉数 ( 枚 )　　  10 ～ 12　　 10 8       9     10            12
　　　　展長葉幅 (cm)　　 2              2 1       1      2             1
　　　　摘心本数 ( 本 )    3 ～ 5                                       0
　　　　　　　　　　　　8/25                                    摘心なし
　　　　
　　　　草丈 (cm)　　  60 ～ 70        80            60                                     80
　　　　葉数 ( 枚 )        38 ～ 48       50           40                42                  30            35
出蕾　　出蕾始                 ―           11/1       11/15           12/5                     ―                 11/1
　　　　出蕾期                 ―          11/8       11/20           12/15                   ―                 11/5
開花　　開花始　　　　　  ―           11/10     11/20           12/10                11/8               11/8
　　　　開花期                 ―           11/15     11/25           12/20                11/10             11/10
採花　　採花始              11/20       11/10     11/20           12/20                11/10             11/10
　　　　採花期              12/5          11/15     11/30           12/25                11/15             11/15
　　　　採花終                5/10        12/15       5/10             5/10                12/10             12/10
　　　　打切日                5/10        12/15       5/10             5/10                12/10             12/10
　　　　採花期間             171           35           171              141                   30                  30
　到花日数                       87           158          173              198                    158                158
　　　　病害虫              無～少        少～中     少～中           中～多                 少～中             少～中
　　　　生理障害 *2
　　　　その他　　　　　　　　　　　　　　　　　　     無～少
　　　　花とび等 *2

定植時
の苗質

定植
30日後

障害の
発生
程度

チャンピオン
パープル

ヴェルン、モ
ランド

シドニー
ピンク

株養成時の
最終摘心日

*1　良～並～不良　*2　無～少～中～多～甚　―　調査対象外	

 　　　　　　　　　　　   床幅　　　　　株間　　　　　条間　　　　 床の条数

スターチス　　　　　　　　　　　　80 　　　　　 50                  50                    2

ジニア                                         100                20                  20                    4

ナデシコ・キンギョソウ                 108                12                  12                    8

カンパニュラ・ラークスパー           100                20                  20                    4

（cm）              （cm） （cm）



7自然 農法

　左から岩瀬守さん、根本源一さん、
奥さんの嘉子さん、岡野哲也さん。

　農業の高齢化は今に始まったことで
はないが、地元に戻りその後を引き継
ごうとする若者もいる。それぞれの思
いを胸に帰ってきた人たちを温かく迎
え入れ、技術のすべてを伝えようとす
る普及会の先輩たち。この関係こそが
自然農法の未来を明るくする。

千葉県 / 東庄普及会

受け継がれる
自然農法
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こ
の
時
期
、
古
く
か
ら
穀
倉
地
帯
と

知
ら
れ
る
東
庄
は
黄
金
色
に
染
ま
る
。

坂
東
太
郎
と
い
う
勇
ま
し
い
名
で
呼
ば

れ
る
利
根
川
の
度
重
な
る
氾
濫
が
こ
の

一
帯
を
豊
潤
な
土
地
に
仕
立
て
た
。
こ

の
肥
沃
な
地
に
普
及
会
が
立
ち
上
が
っ

た
の
が
20
年
前
の
こ
と
。
そ
れ
以
来
、

自
然
農
法
の
一
大
拠
点
と
し
て
大
都
市

圏
の
需
要
を
支
え
続
け
て
き
た
の
が
発

会
当
初
か
ら
の
メ
ン
バ
ー
た
ち
だ
。

　

親
か
ら
慣
行
農
法
の
田
畑
を
引
き
継

ぎ
腕
一
本
で
自
然
農
法
の
田
畑
を
育
て

上
げ
た
根
本
源
一
さ
ん
も
そ
の
ひ
と

り
。
苦
労
を
重
ね
な
が
ら
た
ど
り
着
い

た
米
づ
く
り
で
は
、
合
鴨
を
入
れ
て
か

ら
草
取
り
も
楽
に
な
り
、
昨
年
は
反
収

９
・
５
俵
を
穫
っ
た
。
今
年
も
ほ
ぼ
同

じ
収
量
が
見
込
ま
れ
て
お
り
、
自
然
と

笑
み
が
こ
ぼ
れ
る
の
だ
が
、
そ
う
も
手

放
し
で
喜
べ
な
い
と
い
う
。
発
会
か
ら

20
年
、
よ
う
や
く
真
価
が
発
揮
で
き
る

よ
う
に
な
っ
た
の
に
、
か
つ
て
働
き
盛

り
だ
っ
た
メ
ン
バ
ー
に
も
老
い
が
目
立

つ
。
こ
れ
は
東
庄
に
限
っ
た
こ
と
で
は

な
い
が
、
培
っ
た
技
術
が
継
承
で
き
な

い
こ
と
に
メ
ン
バ
ー
全
員
が
少
な
か
ら

　昨年は 9.5 俵穫った根本さんの水田。坂東太郎に抱かれた豊かな田畑は
何物にも代え難い。「今年は９俵はいく」と自然に笑みがこぼれる。

　収穫時に思い知った現実を糧に、次の小松菜栽培に
意欲を燃やす岩瀬守さん。

　飼い始めたヤギに名前はまだないが、草との闘いに明け暮れた岡野夫妻
の同志だ。周囲の心配をよそに、自由な発想で突き進む２人に悲壮感など
微塵も感じさせない。苦労はするがこの生活がたまらなく好きだという。
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ず
焦
り
を
感
じ
は
じ
め
て
い
た
。

　

そ
ん
な
時
だ
っ
た
。
今
年
に
な
っ
て

２
組
の
若
者
が
相
次
い
で
仲
間
入
り
す

る
。
両
者
と
も
30
代
後
半
か
ら
40
代
前

半
の
、
い
わ
ゆ
る
ア
ラ
フ
ォ
ー
世
代
の

働
き
盛
り
。
し
か
も
地
元
出
身
者
と

あ
っ
て
先
輩
農
家
と
し
て
も
応
援
に
力

が
入
る
と
い
う
も
の
だ
。

　

そ
の
ひ
と
り
岡
野
哲
也
さ
ん
は
地
元

の
人
で
は
な
い
が
、
10
数
年
前
に
出

会
っ
た
奥
さ
ん
の
や
よ
い
さ
ん
が
自
分

と
東
庄
を
結
ぶ
縁
に
な
っ
た
と
い
う
。

結
婚
後
、
２
人
は
哲
也
さ
ん
の
職
場
が

あ
る
京
都
で
生
活
を
始
め
、
子
供
も
授

か
る
。
と
こ
ろ
が
、
暫
く
す
る
と
、
あ

る
心
配
事
を
や
よ
い
さ
ん
が
抱
え
る
よ

う
に
な
っ
て
い
た
。
そ
の
頃
、
お
父
さ

ん
が
体
調
を
崩
し
て
、
代
々
続
け
て
き

た
農
業
が
途
絶
え
よ
う
と
し
て
い
た
の

だ
。
実
家
は
東
庄
で
も
有
数
の
旧
家
。

「
自
分
の
代
で
終
わ
ら
せ
て
い
い
の
か
」

と
い
う
自
問
自
答
が
繰
り
返
さ
れ
た
。

　

あ
る
日
、
意
を
決
し
た
や
よ
い
さ
ん

が
哲
也
さ
ん
に
打
ち
明
け
る
。
実
家
に

戻
り
農
業
を
継
ぎ
た
い
と
懇
願
し
た
の

だ
。
と
こ
ろ
が
、
哲
也
さ
ん
は
拍
子
抜

は
少
し
草
を
減
ら
す
こ
と
が
で
き
た
。

畑
で
も
自
然
農
法
の
技
術
指
導
を
受

け
、
自
己
流
だ
っ
た
野
菜
づ
く
り
に
プ

ロ
の
技
が
加
わ
っ
て
き
て
い
る
。

　

も
う
ひ
と
り
、
岩
瀬
守
さ
ん
は
地
元

の
大
手
企
業
を
辞
め
、
有
機
農
業
を
事

業
化
す
る
夢
を
果
た
す
た
め
こ
の
世
界

に
飛
び
込
ん
だ
。
も
と
も
と
土
い
じ
り

は
好
き
だ
っ
た
が
農
家
の
出
身
で
は
な

い
。
30
歳
頃
に
読
ん
だ
有
機
農
業
の
本

に
触
発
さ
れ
て
の
転
身
、
今
は
す
べ
て

が
チ
ャ
レ
ン
ジ
だ
と
い
う
。
そ
の
第
一

歩
と
し
て
小
松
菜
の
周
年
栽
培
か
ら
ス

タ
ー
ト
さ
せ
た
が
、
食
害
に
あ
っ
て
３

割
程
度
し
か
出
荷
で
き
な
か
っ
た
。
現

実
は
こ
こ
で
も
厳
し
い
。
だ
が
、
め
げ

た
り
は
し
な
い
。
失
敗
も
大
き
か
っ
た

が
学
ぶ
こ
と
も
多
か
っ
た
。
天
保
水
滸

伝
の
主
人
公
で
あ
る
笹
川
繁
蔵
の
子
孫

で
あ
る
と
い
う
誇
り
を
胸
に
、
今
は
自

然
農
法
を
事
業
化
し
て
地
元
に
貢
献
し

た
い
と
心
に
決
め
て
い
る
。

　

普
及
会
に
加
わ
っ
た
若
者
の
決
意
は

堅
い
。
自
然
農
法
を
次
世
代
に
手
渡
し

た
い
先
輩
た
ち
に
と
っ
て
、
そ
の
決
意

こ
そ
が
何
よ
り
も
嬉
し
く
、頼
も
し
い
。

special 地産地消

地
元
に
戻
っ
て
き
た

若
者
た
ち
の
決
意
に

日
本
農
業
の
未
来
が
あ
る

　

東
庄
の
自
然
農
法
も
、
長
い
間
水
田

の
草
に
悩
ま
さ
れ
続
け
て
き
た
。
最
近

は
合
鴨
の
投
入
に
よ
っ
て
手
取
り
の
苦

労
も
軽
減
さ
れ
た
。
今
年
の
水
田
で
活

躍
し
た
岡
野
さ
ん
の
合
鴨
は
今
も
元
気

に
育
っ
て
い
る
。

千葉県
東庄普及会

け
す
る
ほ
ど
あ
っ
さ
り
と
賛
同
す
る
。

も
ち
ろ
ん
、
や
っ
た
こ
と
の
な
い
農
業

に
対
す
る
不
安
は
大
き
か
っ
た
が
、
そ

れ
以
上
に
「
子
供
を
自
然
豊
か
な
場
所

で
育
て
た
い
」
と
い
う
思
い
の
方
が
強

か
っ
た
そ
う
だ
。
家
族
そ
ろ
っ
て
10
年

前
に
東
庄
に
戻
り
、
農
業
を
継
い
だ
。

　

そ
も
そ
も
子
供
の
健
康
を
考
え
て
決

断
し
た
こ
と
で
あ
り
、
有
機
農
業
を
目

指
す
の
は
自
然
の
流
れ
だ
っ
た
。
周
囲

か
ら
は
無
謀
だ
と
止
め
ら
れ
た
が
、
２

人
の
意
志
は
堅
か
っ
た
。
そ
れ
か
ら
と

い
う
も
の
、
二
人
三
脚
で
子
育
て
と
有

機
農
業
に
全
力
を
注
い
で
き
た
が
、
や

は
り
現
実
は
厳
し
い
。
や
よ
い
さ
ん
が

加
工
を
担
当
し
て
家
計
を
支
え
る
も
の

の
、
哲
也
さ
ん
は
何
度
も
技
術
的
な
壁

に
行
く
手
を
阻
ま
れ
た
。
そ
ん
な
時
に

手
を
差
し
延
べ
て
く
れ
の
が
根
本
さ
ん

た
ち
だ
。
合
鴨
除
草
を
教
わ
り
、
今
年
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野
山
に
木
枯
ら
し
が
吹
く
前

の
時
期
に
咲
く
花
は
、
数
少
な

く
な
っ
て
い
ま
す
が
、
畑
の
片

隅
や
、
道
端
に
中
く
ら
い
の
葉

を
つ
け
た
ハ
キ
ダ
メ
ギ
ク
が
所

狭
し
と
咲
き
誇
っ
て
い
ま
す
。

　

ハ
キ
ダ
メ
ギ
ク
は
、
キ
ク
科

コ
ゴ
メ
ギ
ク
属
の
一
年
草
で
、

５
ミ
リ
ぐ
ら
い
の
花
は
、
中
央

に
黄
色
い
筒
状
花
と
そ
の
周
辺

に
、
先
端
が
３
裂
し
た
５
枚
の

白
い
舌
状
花
を
つ
け
ま
す
。
花

び
ら
の
先
端
が
３
裂
し
て
い
る

の
は
他
の
キ
ク
科
の
植
物
で
も

あ
ま
り
見
か
け
ま
せ
ん
。

　

こ
の
植
物
は
、
大
正
時
代
に
、
日
本
の
植
物
に

多
く
の
名
前
を
つ
け
た
牧
野
富
太
郎
博
士
が
、
東

京
都
世
田
谷
区
の
「
掃は

き
だ溜

め
」
で
は
じ
め
て
見
つ

け
て
命
名
し
た
の
は
知
る
人
ぞ
知
る
こ
と
で
す
。

原
産
地
が
熱
帯
ア
メ
リ
カ
か
ら
中
南
米
で
、
全
世

界
に
分
布
し
日
本
各
地
で
普
通
に
見
ら
れ
ま
す
。

　

オ
カ
タ
イ
植
物
学
者
に
よ
る
命
名
な
が
ら
、
植

物
の
特
徴
を
捉
え
た

も
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
花
の
姿
を
想
像

す
る
の
は
難
し
い
の

で
、
ル
ー
ペ
な
ど
を

持
っ
て
野
山
に
出
か

け
て
み
て
は
い
か
が

で
し
ょ
う
か
。
何
か

発
見
が
あ
る
か
も
知

れ
ま
せ
ん
。

名
前
か
ら
想
像
で
き
な

い
か
わ
い
ら
し
い
キ
ク

公益財団法人　農業・環境・健康研究所　勝倉光德

道
端
に
咲
く
ハ
キ
ダ
メ
ギ
ク

seasonal vegetables 旬の野菜④

11
月
、
12
月
の
野
菜

11 月

12 月

11 月〜 12 月

ラッカセイ、カブ
コマツナ、サラダナ
チンゲンサイ、パセリ

ニンジン（５寸）
ハクサイ、キャベツ

ゴボウ、サトイモ
ダイコン、シュンギク
フダンソウ、ショウガ
ホウレンソウ、ハネギ
※大仁農場での収穫適期を参考にし
ています。

食べごろ野菜
□ニンジン
　地中海周辺の野生種がア
フガニスタン北部で栽培種
となり世界に広まった。わ
が国には中国を経由して
17 世紀頃に伝来した。現
在の栽培種は明治以降に伝
わったヨーロッパ型が主
流。代表的な黒田 5 寸は夏
に種をまき冬に収穫する。

　中国においてカブと
ツケナを交雑して生ま
れた栽培種。わが国に
は明治初期に渡来し
た。冬野菜の代表的な
存在。晩夏に種をまき、
12 月〜１月にかけて
収穫。

□ハクサイ

□ダイコン
　原産は地中海や中国と推
定されるが定説はない。わ
が国も弥生時代から食べら
れていたので在来種の可能
性もある。江戸時代にはす
でに周年栽培されており数
百の地野菜に分化してい
た。種まきは春と晩夏で収
穫は初夏と冬の２回。

　コーカサス地方の野
生種がペルシャで栽培
種となり、唐に伝わっ
た。わが国には 16 世
紀に伝来し、唐菜とい
う名で全国に広まっ
た。秋まきで冬に収穫
する。また春先に種を
まき、初夏に収穫する
こともできる。

□キャベツ
　ヨーロッパ原産のケール
が 13 世紀頃にイタリアで
結球キャベツとして栽培さ
れ世界に広まった。わが国
には幕末頃から本格的な栽
培が始まった。定植は春、
夏、秋の３回可能で、冬、春、
夏に収穫。

□ホウレンソウ
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む
ほ
ど
に
、
環
境
は
破
壊
さ
れ
、
飢
餓

人
口
は
増
え
、
経
済
格
差
は
広
が
っ
て

い
く
と
い
う
矛
盾
の
前
に
私
た
ち
は
立

た
さ
れ
て
い
る
。
人
間
の
欲
望
を
限
り

な
く
膨
張
さ
せ
る
経
済
成
長
主
義
を
脱

し
、
地
域
の
自
然
や
農
業
、
文
化
を
守

り
育
ん
で
共
に
生
き
る
村
あ
る
い
は
故

郷
の
再
生
こ
そ
が
今
最
も
緊
急
に
な
さ

れ
る
べ
き
こ
と
と
考
え
て
い
る
。
自
然

農
法
は
故
郷
再
生
の
重
要
な
原
動
力
と

な
る
。
私
の
稲
の
行
脚
は
、
未
来
へ
の

希
望
を
発
見
す
る
旅
と
言
っ
て
も
よ
い

だ
ろ
う
。（
２
０
１
３
．
９
．
23
記
す
）

い
山
と
、
清
い
水
の
流
れ
と
、
自
然
農

法
稲
作
を
巡
っ
て
紡
ぎ
出
さ
れ
る
人
々

の
繋
が
り
の
暖
か
さ
に
触
れ
る
こ
と
が

で
き
る
。
故
郷
に
帰
還
し
て
生
命
を
実

感
す
る
経
験
と
言
っ
て
も
よ
い
。

　
「
真
の
文
明
は
、
山
を
荒
ら
さ
ず
、

川
を
荒
ら
さ
ず
、
村
を
破
ら
ず
、
人
を

殺
さ
ざ
る
べ
し
」
こ
れ
は
、
生
涯
を

か
け
て
足
尾
銅
山
鉱
毒
の
公
害
問
題

と
闘
っ
た
田
中
正
造
（
１
８
４
１
～

１
９
１
３
）
の
残
し
た
言
葉
で
あ
る
。

今
年
は
没
後
１
０
０
年
に
当
た
る
が
、

残
念
な
が
ら
私
た
ち
の
社
会
は
彼
の
高

い
志
を
こ
の
一
世
紀
の
間
引
き
継
い
で

く
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
水
俣
病
を
は

じ
め
神
通
川
イ
タ
イ
イ
タ
イ
病
、
四
日

市
ゼ
ン
ソ
ク
公
害
な
ど
の
例
を
挙
げ
る

ま
で
も
な
い
。
３
・
１
１
の
フ
ク
シ
マ

原
発
事
故
で
は
放
射
能
汚
染
に
よ
っ
て

15
万
人
以
上
の
人
々
が
故
郷
を
失
っ
た

ま
ま
で
あ
る
。
因
み
に
、
足
尾
銅
山
事

件
に
関
わ
っ
て
は
、
谷
中
村
の
村
民

２
７
０
０
名
ほ
ど
が
そ
の
故
郷
を
永
遠

に
失
っ
た
と
さ
れ
る
。

　

い
わ
ゆ
る
安
易
な
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー

シ
ョ
ン
や
お
金
優
先
の
経
済
成
長
が
進

　

稲
の
育
種
試
験
も
９
年
目
の
秋
を
迎

え
佳
境
に
入
っ
て
い
る
。
９
月
以
降
、

鳥
取
、石
川
、佐
渡
、三
条
（
新
潟
県
）、

秋
田
、
仙
台
（
宮
城
県
）
と
巡
り
歩
い

て
選
抜
の
作
業
が
続
い
て
い
る
。
稲
の

全
国
行
脚
は
な
お
10
月
の
中
旬
ま
で
は

続
け
ら
れ
る
。
日
本
の
秋
の
風
景
を
南

か
ら
北
へ
と
つ
ぶ
さ
に
経
験
で
き
る
こ

と
の
幸
せ
を
感
じ
な
が
ら
の
こ
と
で
あ

る
。
今
年
は
、
記
録
的
な
集
中
豪
雨
と

台
風
18
号
の
惨
禍
に
も
直
に
遭
遇
す
る

こ
と
に
な
り
、
い
ず
れ
の
地
域
で
も
、

べ
っ
た
り
と
倒
伏
す
る
稲
の
光
景
を
目

に
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。
そ
の
よ
う

な
水
田
に
は
も
は
や
日
本
の
秋
を
彩
る

黄
金
色
の
輝
き
は
な
か
っ
た
。し
か
し
、

自
然
農
法
の
稲
は
、
例
外
な
く
、
す
っ

く
と
立
っ
て
金
色
の
穂
を
な
び
か
せ
て

い
た
の
が
印
象
的
で
あ
る
。

　

現
地
の
試
験
田
に
立
っ
た
時
、
私
は

故
郷
に
帰
還
し
て
き
た
と
い
う
感
慨
を

持
つ
こ
と
が
多
い
。
そ
の
一
方
で
、
生

ま
れ
故
郷
の
街
（
福
井
県
越
前
市
）
に

帰
っ
て
も
故
郷
に
戻
っ
て
き
た
と
い
う

essay 種、いのち、を育てる㉞

感
慨
は
薄
い
。
そ
こ
は
か
つ
て
越
前
の

小
京
都
と
う
た
わ
れ
た
美
し
い
街
並
み

を
誇
っ
て
い
た
。
南
北
に
長
く
伸
び
る

市
街
地
の
道
路
中
央
に
は
、
両
側
に
松

並
木
を
擁
す
る
水
路
を
清
い
水
が
音
を

立
て
て
流
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
高
度

成
長
が
始
ま
る
頃
、
商
売
の
邪
魔
に
な

る
と
の
理
由
で
取
り
払
わ
れ
コ
ン
ク

リ
ー
ト
で
埋
め
ら
れ
て
し
ま
っ
た
。
今

は
、
シ
ャ
ッ
タ
ー
通
り
と
化
し
て
い

て
、
車
ば
か
り
が
往
来
し
て
い
る
。
平

安
朝
の
昔
、
紫
式
部
も
そ
の
美
し
さ
を

う
た
っ
た
越
前
富
士
（
日
野
山
）
の
山

肌
は
ブ
ル
ド
ー
ザ
ー
で
傷
つ
け
ら
れ
、

街
に
沿
っ
て
流
れ
る
川
の
岸
は
コ
ン
ク

リ
ー
ト
で
覆
わ
れ
て
い
る
。

　

故
郷
に
は
、
い
み
じ
く
も
国
民
的
唱

歌
と
も
な
っ
て
い
る
『
故
郷
』
に
う
た

わ
れ
る
と
お
り
、
青
い
山
と
清
い
川
が

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
さ
ら
に
、
欠
か

せ
な
い
の
が
人
の
気
配
。
人
々
が
共
に

生
き
る
息
吹
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

実
は
、
私
が
訪
れ
る
育
種
試
験
の
地
域

に
は
、
私
が
言
う
故
郷
の
条
件
を
満
た

し
て
い
る
と
こ
ろ
が
多
い
の

で
あ
る
。
そ
こ
で
、
私
は
青

故
郷
の
再
生

静岡大学名誉教授　中井弘和

鳥取市八坂農場試験田に立つ筆者と当地
出身の『故郷』作曲者・岡野貞一の歌碑。
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を
含
む
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
、
前
に

も
増
し
て
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ご
ま
は
、
６
月
に
種
を
ま
く
と
８
月

に
は
花
が
咲
き
、
９
月
に
は
収
穫
で
き

る
、
と
て
も
生
長
が
早
い
植
物
で
す
。

乾
燥
す
る
と
鞘
か
ら
実
が
ぱ
ち
ぱ
ち
と

音
を
た
て
て
落
ち
て
き
ま
す
。

　

ご
ま
の
成
分
は
50
％
が
油
分
、
20
％

が
た
ん
ぱ
く
質
、
残
り
の
30
％
が
ビ
タ

ミ
ン
、
ミ
ネ
ラ
ル
や
食
物
繊
維
で
、
栄

養
価
は
植
物
性
食
品
の
中
で
も
ト
ッ
プ

レ
ベ
ル
で
す
。
ま
た
、
一
つ
ひ
と
つ
の

栄
養
成
分
が
良
質
な
の
も
特
徴
的
で
、

一
例
を
あ
げ
る
と
、
ご
ま
油
の
成
分
は

主
に
リ
ノ
ー
ル
酸
と
オ
レ
イ
ン
酸
で
す

が
、
こ
の
リ
ノ
ー
ル
酸
は
細
胞
膜
を
作

る
材
料
と
な
り
、
体
内
で
作
ら
れ
な
い

の
で
食
物
か
ら
摂
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
「
必
須
脂
肪
酸
」
の
ひ
と
つ
で
す
。

オ
レ
イ
ン
酸
は
、
善
玉
コ
レ
ス
テ
ロ
ー

ル
は
減
ら
さ
ず
に
悪
玉
コ
レ
ス
テ
ロ
ー

ル
を
減
ら
し
て
く
れ
る
優
れ
た
働
き
が

あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

「
最
近
ど
こ
の
店
に
も
ご
ま

豆
腐
が
並
ん
で
い
る
け
れ

ど
、
ご
ま
ブ
ー
ム
か
な
？
」

「
ご
ま
は
風
味
が
い
い
し
、

い
ろ
い
ろ
と
有
効
成
分
が

あ
る
か
ら
流
行
っ
て
い
る

ん
じ
ゃ
な
い
？
」

　

ご
ま
の
発
祥
地
は
ア
フ
リ
カ
大
陸
と

さ
れ
、
イ
ン
ド
や
中
国
を
経
由
し
て
、

縄
文
時
代
に
日
本
に
渡
っ
て
き
た
よ
う

で
す
。
そ
の
後
、
日
本
の
風
土
に
合
う

品
種
へ
と
改
良
さ
れ
、
岩
手
県
な
ど
本

州
北
部
で
は
黒
色
系
が
、
関
東
や
東
海

で
は
地
域
特
産
物
と
し
て
の
金
ご
ま
を

は
じ
め
と
し
た
薄
い
色
系
の
も
の
が
、

中
・
四
国
、
九
州
で
は
白
色
系
が
多
く

栽
培
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
現
在
国

内
産
は
大
変
希
少
で
、
ほ
と
ん
ど
は
輸

入
さ
れ
、
消
費
量
全
体
の
約
３
分
の
１

が
生
食
用
、
残
り
は
食
用
油
の
原
料
と

し
て
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
長
年
、
日

本
人
に
親
し
ま
れ
て
い
る
ご
ま
で
す

が
、
近
年
に
な
っ
て
各
種
の
有
効
成
分

加工食品

　

そ
し
て
近
年
、
ご
ま
が
含
む
成
分
の

有
効
性
が
次
々
と
発
表
さ
れ
て
い
ま

す
。
そ
の
一
つ
の
ゴ
マ
リ
グ
ナ
ン
は
、

脂
質
の
酸
化
を
防
止
し
て
く
れ
る
だ
け

で
な
く
、
体
内
で
女
性
ホ
ル
モ
ン
に
似

た
作
用
を
し
て
く
れ
ま
す
。
ま
た
、
最

近
よ
く
取
り
上
げ
ら
れ
る
セ
サ
ミ
ン

は
、
動
脈
硬
化
や
心
筋
梗
塞
の
予
防
、

二
日
酔
い
や
高
血
圧
の
予
防
に
効
果
が

あ
る
と
い
っ
た
、
現
代
人
が
気
に
な
る

点
に
良
い
働
き
を
し
て
く
れ
ま
す
。
そ

の
理
由
は
、
体
内
の
活
性
酸
素
を
消
す

働
き
が
あ
る
か
ら
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
ご
ま
の
風
味
の
裏
に
、
こ
の
よ
う

な
働
き
者
が
隠
れ
て
い
た
の
で
す
。

　

エ
ム
オ
ー
エ
ー
に
は
愛
知
県
で
、
農

薬
や
化
学
肥
料
を
使
わ
ず
に
栽
培
し
た

ご
ま
を
、
水
洗
い
し
て
か
ら
乾
燥
・
選

別
し
た
金
ご
ま
が
あ
り
ま
す
。
在
来
種

の
ご
ま
と
、
そ
の
栽
培
を
絶
や
し
た
く

な
い
と
い
う
呼
び
か
け
に
多
く
の
方
が

協
力
し
て
で
き
て
い
る
商
品
で
す
。
ご

ま
を
利
用
し
、
冬
の
寒
さ
を
上
手
に
乗

り
越
え
た
い

も
の
で
す
。

大
昔
か
ら
親
し
ま
れ
て
き
た
高
栄
養
価
食
品

ごま

health & food



13自然 農法

shopping 産地直送の自然農法農産物
自然農法マーク 転換期間中マーク 特別栽培マーク

こちらの商品は大仁農場パル店で
ご注文を承っています。
パル店（大仁農場）　
　　　　　　　〒 410-2311  静岡県伊豆の国市浮橋 1606 番地の 6

電話

FAX

（0558）79 - 1125

（0558）79 - 1130

ご
注
文
窓
口

こちらの農産物は生産者が直接
ご注文を承っています。 各注文先に所定の方法でお申し込み下さい。

◎お支払いはお届け月の末に締めて翌月 10 日過ぎ頃に請求書を郵送致します。（請求書は商品には入りません）

こちらの農産物はMOAつうはんで
ご注文を承っています。
MOA 商事『MOA つうはん』
　　　　　〒 413-0011  静岡県熱海市田原本町 9-1 熱海第一ビル 7 階

フリーダイヤル　通話料無料

FAX

（0120）555 - 872

（0557）84 - 2645

ご
注
文
窓
口

弘
前
普
及
会
の
斉
藤
会
長

りんご
注文期間　11 月末まで
発送期間　12 月下旬より発送
値　　段　4,125 円
　　　　　　

限定数量　なし
発送形態　5㎏箱（約 14 〜 20 玉入り）
　　　　　　　（１カ所に１箱まで送料 600 円）
　　　　　　

青
森
県

弘
前
普
及
会

（ふじ）
○消費税込みの値段です。
○別途送料 600 円（沖縄・離島は別途追加送料 500 円）

静
岡
県

大
仁
農
場

新・大仁牛セット

大仁牛新パックセット

注文期間　11 月１日〜 12 月 20 日
発送期間　ご注文より１週間〜 10 日前後
値　　段　10,000 円
　　　　　賛助会員価格 9,000 円

限定数量　50 セット
発送形態　すき焼き用（500g）、焼き肉用（500g）、
　　　　　　バラスライス（500g）、サーロインステー
　　　　　　キ（300g）　　　（冷凍便でお届けします）

○消費税込み
○送料込み（沖縄・離島、北海道は別途 500 円）

山
梨
県

山
梨
普
及
会

◎消費税込み、送料別

キウイフルーツ
注文期間　11 月１日〜  12 月 15 日
発送期間　随時
値　　段　A1,500 円　B4,800 円

限定数量　なくなり次第終了
発送形態　A ＝ 3㎏箱、B ＝ 10㎏箱
　　　　　　　 （A、B 共に S、M 混合バラ詰め）

支払方法　郵便振替用紙を同封

注
文
先

生
産
者
の
梯
さ
ん

山梨県西八代郡市川三郷町大塚 1711 梯農園（ 梯
かけはし

幸子）
FAX（055）272- 1721 （ご注文は FAX かハガキでお願いします）

（古代米）
岡
山
県

津
山
普
及
会

◎消費税込み、送料別

紫黒米
注文期間　11 月１日〜来年５月
発送期間　11 月上旬〜来年５月
値　　段　1,000 円／ 1㎏

限定数量　なくなり次第
発送形態　４kg 〜 30kg 紙袋入り（小粒混合）
支払方法　郵便振替用紙を同封（振込料無料）

注
文
先

生
産
者
の
馬
坂
さ
ん
ご
夫
妻

〒 709-4635　岡山県津山市油木北 708-1（馬坂敏雄）
　　　黒米のうまさか TEL・FAX（0868）57 - 8367

愛
媛
県

西
宇
和
グ
リ
ー
ン

マ
ー
ケ
ッ
ト

自
然
栽
培
の
会

温州みかん
注文期間　11 月１日〜随時
発送期間　11 月 25 日〜１月 10 日
値　　段　A 品 2,300 円　B 品 1,500 円

限定数量　なくなり次第終了
発送形態　A,B 共に５kg 箱
支払方法　郵便振替用紙を同封

〒 796-0501　愛媛県西宇和郡伊方町足成１番地
　 FAX・TEL ／ 0894-52-0661（日野文彦まで）

注
文
先

生
産
者
の
日
野
さ
ん

◎消費税込み、送料別

熊
本
県

宇
土
普
及
会◎消費税込み、送料別

自然薯
注文期間　11 月１日〜 12 月 15 日
発送期間　11 月末〜
値　　段　2,625 円

限定数量　各 100 箱
発送形態　約 1.5㎏箱（優品 / 化粧箱入り）
　　　　　　（３箱以上のご注文は１箱につき 200 円引き）

支払方法　郵便振替

注
文
先

生
産
者
の
那
須
さ
ん
ご
夫
妻

〒 869-0412　熊本県宇土市岩古曽町 528　那須直敏
                     　  FAX・ TEL ／（0964）23 - 0972

北
海
道

後
志
普
及
会◎消費税込み、送料込み

やまといも
注文期間　11 月１日〜 12 月中旬
発送期間　12 月上旬〜 12 月中旬
限定数量　なし

発送形態　2.5㎏／ 5㎏（L、M 込み）
値　　段

支払方法　郵便振込用紙を同封

〒 046-0012　北海道余市郡余市町山田町 439
安田正俊　　　　FAX（0135）22 - 3550 ／ TEL 同左

注
文
先

生
産
者
の
安
田
さ
ん
ご
夫
妻

2,000 円／ 3,600 円（北海道）2,300 円／ 3,800 円（東北）
2,500 円／ 4,000 円（関東、北陸、中部）
2,700 円／ 4,200 円（沖縄を除く他の地域）

右側は 5㎏箱の
価格です。

真空パックでのお届
けになりました。

農薬の使用は、その地域の慣行農法の
基準の２分の１未満まで
化学肥料不使用
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お便り回覧板
水
耕
栽
培
等
の
テ
レ
ビ
を
見
る
と
、
野
菜
の
形
を
し
た
全
く
別

の
物
が
食
卓
に
あ
が
る
こ
と
の
恐
ろ
し
さ
を
主
人
と
話
し
て

い
ま
す
。
自
然
食
、
自
然
農
法
は
自
然
界
の
生
き
物
す
べ
て
を
救

う
と
思
い
ま
す
。
あ
ら
た
め
て
日
頃
の
生
活
に
感
謝
が
足
り
な
い

こ
と
に
気
づ
き
ま
し
た
。　
　
　

 （
北
海
道
札
幌
市　

佐
藤
縫
子
）

最
近
、コ
ン
ビ
ニ
の
店
頭
で
野
菜
チ
ッ
プ
ス
が
シ
ャ
レ
た
ス
ナ
ッ

ク
菓
子
と
し
て
陳
列
棚
に
見
受
け
ら
れ
ま
す
。
裏
の
表
示
を

み
る
と
、
原
産
国
「
中
国
」
と
書
か
れ
て
い
ま
す
。
今
月
号
の
シ
ェ

フ
の
レ
シ
ピ
を
見
て
、
自
家
製
で
作
れ
る
の
な
ら
一
番
で
す
ね
。
野

菜
嫌
い
の
子
供
の
お
や
つ
や
お
茶
う
け
に
も
最
適
で
す
。
作
っ
て
み

ま
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
（
青
森
県
十
和
田
市　

石
田
美
保
子
）

草
の
上
手
な
活
用
法
が
大
変
参
考
に
な
り
ま
し
た
。
春
〜
秋
に

か
け
て
草
に
悩
ま
さ
れ
て
い
ま
す
か
ら
ね
。
草
の
根
の
活
用

法
も
な
る
ほ
ど
と
感
心
し
ま
し
た
。
草
を
取
る
の
で
は
な
く
て
上

手
に
利
用
す
る
こ
と
で
畑
も
生
き
る
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。
早
速

活
用
し
て
み
ま
す
。　
　
　
　
　
（
千
葉
県
鴨
川
市　

鈴
木
洋
子
）

自
然
に
回
帰
す
る
女
性
た
ち
の
記
事
が
良
か
っ
た
で
す
。
活
動

の
状
況
が
よ
く
わ
か
り
ま
し
た
。

（
岡
山
県
岡
山
市　

佐
藤
克
典
）

ベ
ラ
ン
ダ
で
ミ
ニ
の
家
庭
菜
園
を
し
て
い
ま
す
が
、
以
前
よ
り

土
が
そ
の
野
菜
に
適
性
で
あ
る
か
疑
問
に
思
っ
て
い
ま
し
た

の
で
、
土
の
㏗
を
計
っ
て
み
よ
う
と
思
い
ま
し
た
。

（
大
阪
府
大
阪
市　

澤
村
公
子
）

家
庭
菜
園
を
主
人
と
２
人
で
し
て
い
ま
す
。
今
年
の
夏
は
異
常

な
暑
さ
で
草
取
り
も
大
変
で
し
た
が
、
今
月
号
の
草
の
上
手

な
活
用
法
を
読
ん
で
大
変
勉
強
に
な
り
、
実
践
し
て
み
よ
う
と
思
っ

て
い
ま
す
。

（
岡
山
県
倉
敷
市　

稲
垣
幸
子
）

本
葛
は
吉
野
葛
、
む
ろ
お
葛
が
有
名
で
奈
良
に
し
か
売
っ
て
い

な
い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
Ｍ
Ｏ
Ａ
で
本
物
の
葛
が
あ
る

と
知
り
、
早
速
買
い
た
い
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
広
島
県
安
芸
郡　

早
田
静
江
）

家
を
建
て
、
念
願
の
家
庭
菜
園
で
作
り
始
め
て
２
年
目
で
す
。

夏
は
草
を
取
っ
て
は
枯
草
で
地
面
を
被
覆
し
て
活
用
し
て

い
ま
す
が
、「
草
と
の
共
生
」
は
耳
に
し
て
い
て
も
詳
し
い
こ
と

は
全
然
知
り
ま
せ
ん
で
し
た
。「
草
の
上
手
な
活
用
法
」
は
知
り

た
い
こ
と
が
よ
く
わ
か
り
、
と
て
も
役
立
ち
ま
し
た
。

（
鹿
児
島
県
姶
良
市　

市
成
厚
子
）

トピッ ス
伊
豆
の
国
市
で
天
然
野

菜
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
開
催

members 読者コーナー

　今回は『キウイフルーツ』を 10 名様にプレゼント。ご希望の方
は住所、氏名、年齢、電話番号、会員番号、記事の感想とプレゼン
ト名を書き添えて下記までお申し込みください。

〒 410-2311　静岡県伊豆の国市浮橋 1606 の２
ＭＯＡ自然農法文化事業団「読者プレゼント」係

締
切

12
月
10
日

（
火
）

消
印
有
効

　当選は発送をもってかえさせていただきます。
　なお、お便り回覧板に掲載された方と当選者は必ず
しも一致いたしません。また天候の関係などで代替え
品になる場合もあります。予めご了承ください。

ク

プレゼ
ント

伊
豆
長
岡
温
泉
の
一
角
で
開
か
れ
た
マ
ー
ケ
ッ
ト
。

11月

12月
新
月
▽
３
日

満
月
▽
18
日

満
月
▽
17
日

新
月
▽
３
日

上
弦
▽
10
日

上
弦
▽
10
日

下
弦
▽
26
日

下
弦
▽
25
日

　

８
月
４
日
、
静
岡
県
伊
豆

の
国
市
の
Ｍ
Ｏ
Ａ
自
然
農
法

普
及
会
伊
豆
長
岡
が
会
員
生

産
者
の
旬
野
菜
な
ど
を
持
ち

寄
っ
て
天
然
野
菜
マ
ー
ケ
ッ

ト
を
開
き
、
地
域
の
消
費
者
に

好
評
を
得
て
い
ま
す
。

　

同
マ
ー
ケ
ッ
ト
は
、
普
及
会

会
長
の
知
人
で
あ
る
建
設
会

社
社
長
が
日
曜
日
は
使
わ
れ

て
い
な
い
社
屋
前
駐
車
場
ス

ペ
ー
ス
を
無
償
で
提
供
し
て
く
れ
て
実
現
し

た
も
の
で
す
。
当
日
は
そ
れ
ぞ
れ
自
慢
の
自

然
農
法
産
野
菜
な
ど
が
並
べ
ら
れ
、
通
り
か

か
っ
た
市
民
が
生
産
者
と
会
話
し
な
が
ら
買

物
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。
今
後
は
毎
週
日

曜
日
に
定
期
開
催
さ
れ
る
予
定
で
す
。
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シェフのレシピ

　

柿
は
弥
生

時
代
以
降
に

桃
や
梅
と
共

に
伝
来
し
た

と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
渋

柿
と
甘
柿
に
大
別
さ
れ
ま
す

が
、
甘
柿
同
士
を
交
配
し
て

も
渋
柿
に
な
る
場
合
も
あ
る

そ
う
で
す
。甘
柿
と
違
っ
て
、

渋
柿
が
生
食
で
き
な
い
理
由

は
、
タ
ン
ニ
ン
と
い
う
渋
味

成
分
が
不
溶
性
で
あ
る
か
水

溶
性
で
あ
る
か
の
違
い
に
寄

り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
渋
柿

を
食
す
る
に
は
熟
柿
に
な
る

の
を
待
つ
か
、
タ
ン
ニ
ン
を

不
溶
性
に
す
る
渋
抜
き
を
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
渋
柿
を
乾
燥
さ
せ
る

natural sweet
Ｍ
Ｏ
Ａ
研
修
セ
ン
タ
ー
料
理
長

謝
名
元
敏
夫

　約１㎝角に切った
柿にまんべんなく小
麦粉をまぶし、４の
生地に入れて混ぜ合
わせる。

　２を３のボールに少しずついれ
ながらあわだて器で生地が滑らか
になるまで撹拌する。

　最後におろして
おいた長芋を入れ
て混ぜ合わせる。

　カップに流し込み、15 分間
強火で蒸す。この時、決して途
中で蓋を開けないこと。

柿の蒸しパンをつくりましょう

4

使う材料

○柿　　　　　　　　 100g
○長芋　　　　　　　　20g
○卵　　　　　　　　　１個
○豆乳　　　　　　　150㏄
○小麦粉　　　　　　　少々
　○上新粉　　　　 　100g
　○薄力粉　　　　　　50g
　○黒砂糖
　（ミネラルシュガー）   60g
　○ベーキングパウダー ５g

調理時間

35 分

エネルギー

82㎉

塩分

 0.1g

（７㎝カップで 12〜 13個分）

※エネルギーと塩分は１個分の値

　空気を入れふっくらさせるため
２回以上ふるいにかける。

　卵と豆乳を別のボールに入れて
よく混ぜ合わせる。

　材料Ａをボールにすべて入れ混
ぜ合わせる

※アイディアをお持ちの方は編集部までお手紙下さい。参考にさせていただきます。

1

2

3

5

6

7

Ａ

こ
と
に
よ
っ
て
出
来
る
干
し

柿
は
、
渋
味
が
な
く
な
り
甘

味
が
砂
糖
の
１
・
５
倍
の
糖

度
に
な
る
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
実
は
、
渋
柿
の
方
が
と

て
も
糖
度
が
高
い
た
め
、
甘

柿
を
干
し
柿
に
し
て
も
渋
柿

ほ
ど
甘
く
は
な
り
ま
せ
ん
。



　　　　　　　　　　つ く り 方

今
月
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

萬
両
美
幸
さ
ん

’の

栄
養
士

（作りやすい分量）
「材料」

　

ポ
タ
ー
ジ
ュ
と
は
フ
ラ
ン
ス
語
で
鍋

を
意
味
す
る
「
ポ
（pot

）」
が
語
源
で

あ
り
、
鍋
で
素
材
を
煮
込
ん
で
ブ
イ
ヨ

ン
を
作
る
こ
と
に
由
来
し
て
い
ま
す
。

日
本
で
は
ス
ー
プ
類
の
う
ち
、
と
ろ
み

の
つ
い
た
も
の
は
ポ
タ
ー
ジ
ュ
、
澄
ん

だ
も
の
は
コ
ン
ソ
メ
と
呼
ば
れ
て
い
ま

す
が
、
フ
ラ
ン
ス
料
理
で
は
ス
ー
プ
全

般
の
こ
と
を
ポ
タ
ー
ジ
ュ
と
指
し
て
い

ま
す
。

　

人
参
は
食
べ
た
後
、
体
内
で
必
要
に

応
じ
て
ビ
タ
ミ
ン
Ａ
に
な
る
カ
ロ
テ
ン

を
豊
富
に
含
み
、
動
脈
硬
化
や
ガ
ン
を

予
防
す
る
効
果
が
期
待
で
き
ま
す
。
ま

た
肌
荒
れ
や
シ
ワ
の
予
防
に
つ
な
が

り
、
髪
や
爪
を
き
れ
い
に
保
っ
て
く
れ

る
効
果
も
あ
り
ま
す
。
カ
ロ
テ
ン
は
皮

に
近
い
方
に
多
く
含
ま
れ
て
い
る
為
、

皮
は
ご
く
薄
く
む
く
か
、
自
然
農
法
の

も
の
で
あ
れ
ば
、
皮
ご
と
使
う
と
無
駄

な
く
調
理
で
き
、
一
石
二
鳥
で
す
。

編
集

発
行

人
／

水
野

昌
司

　
発

行
所

／
一

般
社

団
法

人
　

M
O

A
自

然
農

法
文

化
事

業
団

　
〒

410-2311　
静

岡
県

伊
豆

の
国

市
浮

橋
1601

番
地

1　
編

集
部

／
〒

410-2311　
静

岡
県

伊
豆

の
国

市
浮

橋
1606

番
地

2　
電

話
0558 (79) 1113　

FA
X0558 (79) 1115　

　
　

会
員

管
理

係
／

電
話

0558（
79）

0077　
FA

X 0558 (79) 0216
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健
康
野
菜
ク
ッ
キ
ン
グ

調理時間 カロリー 塩分
約35分 838kcal 6.3g ( 全量 )( 全量 )

一
口
ア
ド
バ
イ
ス

人
参
の
ポ
タ
ー
ジ
ュ

●人参                500g
●玉葱　　　　　 150g
●米　　　　　　　60g
●にんにく　　　１かけ
●サラダ油

（オリーブオイル）　大さじ３
●野菜ブイヨンの素

（洋風スープの素）　　　 １袋
●塩　　　　小さじ１弱

①米を洗い 30 分程ザルにあげておく。人参は
　皮をむき３～４㎜の半月切りにする。玉葱は
　縦半分に切り、繊維にそって薄切りし、にん
　にくも薄切りにする。
②厚手の鍋に①の人参と玉葱、にんにくを入れ
　てサラダ油をまわしかけ、木ベラでよく混ぜ
　る。弱火にかけて蓋をし、ときどき木ベラで
　かき混ぜ、玉葱の刺激臭が消え、人参に五分
　通り火が通るまで蒸らし炒める。
③②に米を加え、そのまま蒸らしながら炒める。

④米が半透明になったら水（分量外）をヒタヒ
　タになるくらいに入れ、野菜ブイヨンの素と
　塩を加える。はじめは中火にし、煮立って
　きたら弱火にし、人参と米が柔らかくなっ
　たら火を止める 。

⑤④を温かいうちにミキサーに入れ、撹拌する。
　少量ずつ徐々に加えながら撹拌し、最後に全
　体がなめらかになるように混ぜる。

⑥Ａの野菜ブイヨンの素をお湯で溶かし、⑤を
　適量を入れる。（塩と豆乳の割合はお好みで
　調節して下さい。）

●野菜ブイヨンの素
（洋風スープの素）　　  適量
●塩　　　　　　　適量
●豆乳　　　　　　適量

Ａ 薄める時に使う材料

（米のザル上げ時間は除く）


